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役職︓ 准教授 

⽒名︓ ⼭⽥晃嗣 

活動の概要 

学内ネットワーク等のシステム関係の機器やサービス等の調整等を実施した。また、名⼯⼤の先

⽣らと共同研究等を⾏った。 

 

学内での活動 

1  システム委員会 

学内ネットワークや、学内サービス等のシステムに関する業務や、ネットワーク保守業者等との

定例会などに関わった。また、IAMAS 2019（期間 2/21〜2/24）のネットワーク環境も利⽤で

きるように環境を整備するなど、ソフトピアジャパンの指定管理者・学⽣らと共と連携して⾏っ

た。 

2  ネットワークの運⽤・調整などについて 

本学のネットワークの運⽤や保守など、ネットワーク環境の不具合・セキュリティ対応や利⽤⽅

法の調整を業者らと検討し実施した。また、調達申請や端末管理、アカウント管理⽅法なども検

討して実施した。 

 

学内外での活動 

1  感性情報等を扱った研究（共同研究） 

名古屋⼯業⼤学 中村先⽣、中京⼤学 加納先⽣らと共にロボットにおける感情をどのように捉

えるか、ロボットと⼈間が共⽣するためのキーとなる感性情報や接触等についての共同研究を⾏

った。 

 

学外での教育活動 

1  岐⾩県新事業分野開拓事業者認定審査会の委員として参加 

岐⾩県が進めている新事業分野開拓事業者認定事業の新商品・新役務の審査のうち新役務の審査

委員として参加した。 

⽇時︓2019 年 1 ⽉ 22 ⽇ 

場所︓岐⾩県庁１２階 １２南－１会議室 

2  朝⽇⼤学⻭科衛⽣⼠専⾨学校で講師 

朝⽇⼤学⻭科衛⽣⼠専⾨学校で、⾮常勤講師として「情報処理」の講義を担当した。 

 

発表論⽂など 
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[4] Yuki Sawamura, Keima Osuka, Tsuyoshi Nakamura, Masayoshi Kanoh and Koji 

Yamada: A Consideration on Initial Parameter Setting using Onomatopoeias for 

Interactive Design Tools, 2019 IEEE International Conference on Fuzzy Systems 
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[10] ⼤須賀慶真, 澤村勇輝, 中村剛⼠, 加納政芳, ⼭⽥晃嗣: 任意のオノマトペを⽤いた⽑筆フ
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像⽣成を⽬的とする損失関数の提案, 第 34 回ファジィシステムシンポジウム, in CD-ROM, 

2018.  

[15] 宮⽊稜司, 吉⽥⾏宏, 中村剛⼠, 加納政芳, ⼭⽥晃嗣: ロボットの接触による意図伝達・⾏動
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報導⼊による聴導⽝ロボットの探索効率化, 第 34 回ファジィシステムシンポジウム, in 
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